
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に
係
る
Ｄ
Ｖ
へ
の
対
応
状
況
に
つ
い
て

＜
基
本
的
認
識
＞


新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、外

出
自
粛
や
休
業
な
どが
行
わ
れ
て
い
る
中
、生

活
不
安
・ス
トレ
ス
に
よ
り、
配
偶
者
等
か

らの
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
増
加
や
深
刻
化
が
懸
念
され
て
い
る
。

（
※
４
月
５
日
に
国
連
事
務
総
長
が
発
出
した
メッ
セ
ー
ジ
で
も
、Ｄ

Ｖ
の
世
界
規
模
で
の
急
増
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
らし
て
い
る
。）

＜
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
の
基
本
的
対
処
方
針
（
抜
粋
）
＞


政
府
及
び
関
係
機
関
は
、各

種
対
策
を
実
施
す
る
場
合
に
お
い
て
は
、国

民
の
自
由
と権

利
の
制
限
は
必
要
最
小
限
の
も
の
とす
る
と

とも
に
、女

性
や
障
害
者
な
どに
与
え
る
影
響
を
十
分
配
慮
して
実
施
す
る
も
の
とす
る
。


政
府
及
び
地
方
公
共
団
体
は
、外

出
を
自
粛
す
る
方
々
の
心
の
ケ
ア
や
自
宅
で
の

D
Vや
虐
待
の
発
生
防
止
に
取
り組

む
とと
も
に
、

在
宅
の
一
人
暮
らし
の
高
齢
者
や
障
害
者
な
どの
要
援
護
者
に
対
して
、市

町
村
が
行
う見

守
り等

に
対
して
適
切
に
支
援
す
る
。

＜
政
府
に
お
け
る
対
応
＞

１
．
相
談
体
制
、保

護
機
能
の
確
保
等

〇
各
都
道
府
県
に
対
して
、４

月
３
日
付
け
内
閣
府
・厚
生
労
働
省
連
名
事
務
連
絡
に
よ
り、
以
下
の
こと
を
要
請
済
み
。

・相
談
対
応
か
ら保

護
に
至
る
ま
で
の
支
援
に
つ
い
て
、継

続
的
か
つ
迅
速
な
対
応
の
実
施

・Ｄ
Ｖ
被
害
者
が
直
接
、民

間
施
設
等
に
保
護
を
求
め
た
場
合
に
は
、ま
ず
は
速
や
か
に
被
害
者
の
安
全
を
確
保
し、
一
時
保
護

を
開
始

〇
電
話
相
談
窓
口
（
Ｄ
Ｖ
相
談
ダイ
ヤ
ル
ナ
ビ：

０
５
７
０
－
０
－
５
５
２
１
０
）
の
情
報
発
信
の
強
化

２
．
更
な
る
相
談
体
制
の
拡
充
（
４
月
７
日
の
緊
急
経
済
対
策
で
閣
議
決
定
。速
や
か
に
実
施
予
定
）

〇
夜
間
・休
日
に
も
対
応
で
き
る
電
話
相
談

〇
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
電
子
メー
ル
を
活
用
した
相
談

３
．
橋
本
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
（
男
女
共
同
参
画
）
か
ら
の
メ
ッセ
ー
ジ
の
発
出
（
４
月
１
０
日
）

（
令
和
２
年
４
月
１
０
日
）
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新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
問

題
に
伴

う
Ｄ
Ｖ
へ

の
対

応
に
関

す
る

橋
本

内
閣

府
特

命
担

当
大

臣
（
男

女
共

同
参

画
）
か

ら
の

メ
ッ
セ
ー
ジ

（
令

和
２
年

４
月

１
０
日

）

新
型
コロ
ナ
ウ
イル
ス
感
染
拡
大
に
伴
い
、外

出
自
粛
や
休
業
な
どが
行
わ
れ
て
い
る
中
、生

活
不
安
・ス
トレ
ス
に
よ
り、
配

偶
者
等
か
らの
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
の
増
加
や
深
刻
化
が
懸
念
され
て
お
りま
す
。今

月
５
日
に
ア
ン
トニ
オ
・グ
テ
ー
レ
ス
国
連

事
務
総
長
が
発
出
した
メッ
セ
ー
ジ
に
お
い
て
も
、Ｄ

Ｖ
の
世
界
規
模
で
の
急
増
に
つ
い
て
警
鐘
を
鳴
らし
て
い
ま
す
。

Ｄ
Ｖ
を
含
め
女
性
に
対
す
る
暴
力
は
、重

大
な
人
権
侵
害
で
あ
り、
い
か
な
る
状
況
に
あ
って
も
、決

して
許
され
る
も
の
で

は
あ
りま
せ
ん
。ま
た
、被

害
に
あ
わ
れ
た
方
が
、相

談
し、
支
援
や
保
護
を
受
け
られ
る
こと
が
必
要
で
す
。

内
閣
府
と厚

生
労
働
省
は
、今

月
３
日
、地

方
公
共
団
体
に
対
して
、Ｄ

Ｖ
の
相
談
対
応
か
ら保

護
に
至
る
ま
で
の
支

援
の
継
続
的
か
つ
迅
速
な
対
応
を
依
頼
しま
した
。

ま
た
、Ｄ

Ｖ
に
悩
ん
で
い
る
方
が
最
寄
りの
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
ター
に
相
談
で
き
る
よ
う、
全
国
共
通
の
相
談
ナ

ビダ
イヤ
ル
を
設
け
て
い
ま
す
。電

話
番
号
は
、０

５
７
０
－
０
―
５
５
２
１
０
で
す
。夫

婦
の
間
で
「暴
力
を
振
る
わ
れ
て

い
る
」「
辛
い
」と
感
じた
ら、
ま
ず
は
、こ
ち
らに
相
談
して
くだ
さい
。

ま
た
、緊

急
の
場
合
に
は
、た
め
らわ
ず
に
１
１
０
番
通
報
を
して
くだ
さい
。

緊
急
に
身
の
安
全
の
確
保
が
必
要
な
場
合
に
は
、全

国
の
婦
人
相
談
所
一
時
保
護
所
等
に
お
い
て
、適

切
に
保
護
を
行

う体
制
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、婦

人
相
談
所
又
は
配
偶
者
暴
力
相
談
支
援
セ
ン
ター
に
相
談
して
くだ
さい
。

さら
に
、今

後
の
Ｄ
Ｖ
の
深
刻
化
に
備
え
て
相
談
窓
口
を
拡
充
す
る
こと
を
、４

月
７
日
に
閣
議
決
定
した
「緊
急
経
済
対

策
」に
盛
り込

み
ま
した
。深

夜
・休
日
に
も
対
応
で
き
る
相
談
窓
口
の
設
置
を
行
うと
とも
に
、家

庭
内
で
電
話
を
しづ
らい
環

境
に
い
る
方
も
相
談
で
き
る
よ
う、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
メー
ル
に
よ
る
相
談
を
速
や
か
に
実
施
し、
被
害
者
支
援
体
制
の
拡
充
を
行
って

ま
い
りま
す
。ま
た
、新

た
な
相
談
窓
口
に
つ
い
て
も
、周

知
を
図
りま
す
。

配
偶
者
等
か
らの
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）
で
不
安
を
感
じた
ら、
一
人
で
悩
ま
ず
、相

談
窓
口
に
相
談
して
くだ
さい
。ま
た
、周

り
で
被
害
に
困
って
い
る
方
が
い
る
場
合
に
は
、是

非
、こ
の
情
報
を
共
有
して
い
た
だ
き
、一

人
で
も
多
くの
方
が
相
談
・支
援
に

つ
な
が
る
こと
が
で
き
る
よ
う御

協
力
を
お
願
い
しま
す
。
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１
．

性
暴
力

・
配
偶
者
暴
力
被
害
者
等
支
援

交
付

金
※
本
交
付

金
の

事
業
の

一
つ
と

し
て
実

施


交

付
先

：
都
道
府
県
・
政
令
指
定
都
市

、
市

町
村

（
特
別
区

含
む

）


対

象
経

費
：

都
道
府
県
等
が
負
担
し
た
、

民
間

シ
ェ

ル
タ
ー
等

の
先

進
的

な
取
組
を

促
進

す
る
た
め
の
経
費
（
以
下
①
～
③
）

①
受
け
入
れ
体
制
整
備
に
要
す

る
経

費
(母

子
一
体
で
受
け
入
れ
る
た
め
の
改
修
経
費
、
メ
ー
ル
・
SN
S等

相
談
の
た
め
の
人
件
費
・
シ
ス
テ
ム
整
備
費
、

安
全
性
確
保
の
た
め
の
防
犯
設
備
に
か
か
る
経
費

等
）

②
専
門
的
・
個
別
的
支
援
に

要
す
る

経
費

(心
理
的
ケ
ア
や
同
伴
児
童
の
進
学
等
の
専
門
的

な
相
談
支
援
を
行
う
専
門
職
配
置
に
要
す
る
人
件
費
、

児
童
相
談
所
等
関
係
機
関
と
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
構
築
・
連
携
に
要
す
る
人

件
費
、
専
門
性
向
上
に

係
る
研
修
経
費

等
）

③
切
れ
目
な
い
総
合
的
支
援
に

要
す

る
経
費

(
自
立
に
向
け
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
実
施
経
費
、
関
係

機
関
へ
の
同
行
支
援
に
係
る
交
通
費
、

退
所
者
へ
の
ア
ウ
ト

リ
ー
チ
支
援
に
要
す
る

人
件
費

等
）

※
上
記
①
～
③
の
事
業
実
施
の
た
め

の
付
随

的
経
費


交

付
率

等
：

国
１
０

/１
０

（
交

付
上

限
：
１
民

間
団
体

当
た

り
、
一
つ

の
都
道

府
県

の
管
内

で
1
,
0
0
0
万

円
）


そ

の
他

：
他
の
国
庫
補
助
制
度
を
適
用

可
能

な
場

合
は
、
他

制
度

優
先

２
．

民
間
シ

ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ

ト
事
業

の
効
果
検

証
及

び
事

例
調
査

DV
被

害
者

等
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
強

化
支

援
パ

イ
ロ
ッ
ト
事

業

目
的

○
多

様
な
困
難
に
直
面
す
る

D
V
（
配

偶
者

か
ら
の

暴
力
）
被

害
者
等

へ
の
支

援
に
お
い
て
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
は

、
先

駆
性
、
柔

軟
性
、
地
域
性
、
専
門

性
等

の
強

み
を
有

し
、
地
域

社
会
に
お
け
る
不

可
欠

な
社
会

資
源
と
し
て
、
重

要
な
役

割
を
担
っ
て
い
る
が
、
財
政
面
、
人

的
基

盤
と
も
厳

し
い
状

況
に
あ
り
、
今
後
、
そ
の
存

続
が
困

難
に
な
る
と
の

指
摘

も
あ
る
。

予
算

ス
キ
ー
ム

内
閣

府

都
道

府
県

等
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
以
下
の
事
業

①
受
け
入
れ
体
制
整
備
事
業

②
専
門
的
・
個
別
支
援
事
業

③
切
れ
目
な
い
総
合
的
支
援
事
業

※
上
記

①
～
③
の
事
業
実
施
の
た
め
の
付
随
的
経
費

概
要

委
託
費
等

交
付
金

令
和

２
年

度
予

算
２
５
０
百

万
円

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等

・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

・
社
会
福
祉
法
人

等

10
/1

0

業
務
請
負

事
業

者
（
民

間
調

査
会
社
等
）

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
等
に
お
け
る
パ
イ
ロ
ッ
ト
事
業
の
効
果
検
証
及
び
事

例
調
査

年
度

H2
7

H2
8

H2
9

H3
0

団
体

数
12

5
11

5
10

8
10

7

○
D

V
被
害
者
等
に
対
し
て
、
漏

れ
な
く
、
安

全
な
居

場
所

を
一

時
的
に
確

保
し
つ
つ
、
専
門
的
・
ニ
ー
ズ
に
沿

っ
た
支

援
を
、
切

れ
目

な
く
実

施
し
、
も
っ
て
、
地

域
に
お
い
て

D
V
被
害
者
等

が
自
立
し
、
安

心
・
安

全
に
過

ご
せ

る
よ
う
、
民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
取
組

促
進

を
通
じ
て
、
地

域
社
会

に
お
け
る
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機

能
を
強

化
す
る
。

民
間
シ
ェ
ル
タ
ー
の
運
営
団
体
数
の
推
移
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•
Ｄ
Ｖ
防
止
法
等
改
正
附
則
第
八
条
に
基
づ
く地
域
社
会
に

お
け
る
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
の
在
り方

•
地
方
公
共
団
体
に
よ
り加

害
者
更
生
プ
ログ
ラム
を
実
施
す

る
に
あ
た
って
の
課
題
の
整
理
、基

本
的
な
考
え
方

•
民
間
団
体
との
連
携
の
必
要
性
、課

題
•
海
外
文
献
調
査
及
び
地
方
公
共
団
体
、民

間
団
体
に
対
す

る
ヒア
リン
グ
結
果
の
分
析

■
第
１
回
（
令
和
元
年
９
月
５
日
）

・本
事
業
の
概
要
と進

め
方
に
つ
い
て

・海
外
文
献
調
査
に
つ
い
て

・ヒ
ア
リン
グ
調
査
に
つ
い
て

■
第
２
回
（
令
和
元
年

11
月

18
日
）

・地
方
公
共
団
体
へ
の
ヒア
リン
グ

■
第
３
回
（
令
和
２
年
１
月

20
日
）

・報
告
書
骨
子
に
つ
い
て

・論
点
の
整
理
と検

討
課
題
に
つ
い
て

■
第
４
回
（
令
和
２
年
３
月
３
日
）

・報
告
書
（
案
）
に
つ
い
て

【五
十
音
順
、◎

座
長
、敬

称
略
、役

職
は
令
和
元
年
度
４
月
１
日
現
在
】

大
谷

あ
お
い

カウ
ン
セ
リン
グ
オ
フィ
ス
フラ
ミン
ゴ

菊
池

安
希
子

国
立
精
神
・神
経
医
療
研
究
セ
ン
ター
精
神
保
健
研
究
所

地
域
・司
法
精
神
医
療
研
究
部
室
長

◎
中
村

正
立
命
館
大
学
理
事
補
佐
・学
長
特
別
補
佐
、

人
間
科
学
研
究
科
教
授

原
健
一

佐
賀
県
Ｄ
Ｖ
総
合
対
策
セ
ン
ター
所
長

山
崎

菊
乃

N
PO
法
人

女
の
ス
ペ
ー
ス
・お
ん
代
表
理
事

（
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
）

東
京
都
生
活
文
化
局
都
民
生
活
部
男
女
平
等
参
画
課

東
京
ウ
ィメ
ン
ズ
プ
ラザ

神
奈
川
県
福
祉
子
ども
み
らい
局
人
権
男
女
共
同
参
画
課

京
都
府
府
民
環
境
部
男
女
共
同
参
画
課

法
務
省

警
察
庁

趣
旨「
配
偶
者
暴
力
被
害
者
支
援
に
お
け
る
機
関
連
携
及
び
加
害
者
対
応
に
関

す
る
調
査
研
究
」
検
討
会

検
討
会
ス
ケ
ジ
ュー
ル
及
び
主
な
検
討
事
項

構
成
員

地
域
社
会
内
に
お
け
る
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
を
含
む
加
害
者
対
応
と連

動
させ
た
包
括
的
な
被
害
者
支
援
体
制
の
構
築
に
向
け
、加

害
者
更
生
プ
ログ
ラム
の

実
施
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
（
実
施
基
準
等
）
に
関
す
る
海
外
文
献
調
査
を
実
施
す
る
とと
も
に
、地

方
公
共
団
体
及
び
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
を
実
施
し

て
い
る
民
間
団
体
等
に
対
す
る
ヒア
リン
グ
調
査
を
実
施
し、
加
害
者
更
生
プ
ログ
ラム
の
実
施
に
係
る
基
本
的
な
考
え
方
の
方
向
性
と課

題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

検
討
ス
ケ
ジ
ュー
ル

検
討
の
論
点
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